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研究目標と成果 

（１） 山岳表面の情報のスマート探知 

森林の物質循環に関しては、葉フェノロジーの UAV 写真を用いた評価について、樹木サ

イズを考慮することの重要性を示した。また、分光反射特性を用いた森林生態系の生化学・

生理的機能と構造パラメータの推定手法を開発した。これらは、森林の炭素水循環を UAV

や Lidar で検出する際の効率化と精度向上に直接貢献する。さらにフォトグラメトリによる

枯死木の 3D モデル作成および自動撮影カメラを用いた哺乳類の行動記録を継続的に実施

し、ニホンザルやニホンジカが枯死木の体積減少におよぼす影響を評価した。森林生態系の

生物多様性や物質循環を支える枯死木動態の理解に貢献する。 

 

（２） 自動計測システム、IoT とクラウドストレージ、情報処理システムの開発 

   本年度はレーザースキャナー自動計測システムを開発した。このシステムは，土石流の

発生をセンサーにより検知したのち，土石流の３D 形状や，土石流の流下に伴う地形の変

化を自動計測してストレージする。ソーラーパネルから電源を供給するため，商用電源のな

い山岳地においても観測が可能である。さらに落葉広葉樹林を中心に、植物生理生態特性、

分光反射特性、環境要因等々を含めた情報を収集し、データベース化を進めている。このシ

ステムを活用することで，地形や植生などの時間変化情報をすばやく収集、分析ことができ、

今後の研究の進展が期待される。 

 

（３） 山岳主要プロセスのモデリングと気象変動や人間活動への影響評価 

 （１）の成果をもとに、生理生態モデルとの融合により植物のガスフラックス（CO2 と

水フラックス）情報を取得できるアルゴリズム、並びに観測システムを構築した。また、山

岳災害に関して、実渓流に高さ 1 m の天然ダムを作製し、それを決壊させる世界最大規模

の実験を行い、実験のスケール効果を解明することに成功し、世界で初めて浸透破壊とすべ

り崩壊を伴う天然ダムの決壊過程を再現する数値解析手法を開獊することに成功した。さ

らに、単一の天然ダム決壊から、複数の天然ダムの連続的決壊に着眼点を移し、この連続的

決壊過程を実験により解明し、その過程を再現する数値解析手法を世界に先駆けて開発し

た。これらのアルゴリズムおよびモデルは、最終的な影響評価を行う山岳モデルのサブモデ

ルとして機能する予定である。 

 

令和 2 年度収支報告（研究所設置日以降） 

 収入 6,700 千円、 支出 5,497 千円（日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究B） 

 収入 2,860 千円、支出 1,500 千円（日本学術振興会 科学研究費助成事業 挑戦的研究（萌芽）） 
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